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地方創生を担う「道の駅」の新たな役割の一つとして，異なる交通モードを相互に接続させる「交

通結節点」としての機能が提言されている．実際に交通結節点としての機能を持つ道の駅が増加する

一方で，必要となる機能要件，あるいは機能自体の評価指標は明らかにされていない．本研究では，

交通結節点として道の駅に必要となる機能要件についての整理・体系化を行った上で，各道の駅の施

設について定量的に評価する手法を提案する．既存の 455 駅について本手法を用いた評価を実施し，

交通結節点として高い利便性を持つ施設や，それらに共通する傾向について分析した． 
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1. 研究背景・目的 

 

いまや地域全体に経済効果や雇用を生み出す地域の核

となっている「道の駅」を，さらなる地方創生の拠点と

するべく先駆的な取組への支援を行う「重点『道の駅』」

制度が 2014 年に創設された．取組例の一つとして「交

通結節点」機能が挙げられており，公共交通の結節点化

を掲げた道の駅が認定されている 1)ほか，その後も認定

制度の拡充や新たな提言が行われるなど，道の駅の交通

結節点としての役割に大きな期待が寄せられている． 

その一方で, こうした交通結節点に必要となる機能要

件，あるいは機能自体の評価指標は明確化されていない．

本研究は，道の駅の交通結節点機能に着目し，必要とな

る設備やサービスといった機能要件を検討すると共に，

機能要件に含まれる施設の有無および利用者の意向をも

とにした，道の駅施設の交通結節点としての利便性評価

手法の提案を目的とする． 

 

2. 既往研究と本研究の位置づけ 

 

交通結節点に関する既往研究として，道の駅を対象と

した研究はこれまでのところ存在しない．道の駅以外を

対象とした研究として，永田ら 4)は独立型バスターミナ

ルを対象に，乗継利便性や利用者環境などの様々な観点

から，機能要件の整理や既存施設の評価を行っている．

日下部ら 5) は高速道路の SA・PAにおける高速バス同士

の結節を取り上げているが，機能要件については屋内お

よび屋外の待合所での効用比較を行っているにすぎず，

具体的な機能要件には触れていない． 

また，道の駅はその立地や特性から，自家用車等の私

有端末交通との乗継にも大きな役割を担うと考えられる

が，既往研究はいずれもバス同士の結節を対象としてお

り，本研究のように公共交通機関以外の交通モードも含

めて検討した研究は存在しない．  

  

 

3. 施設評価手法の構築 

 

(1)評価手法の提案 

 交通結節点としての個々の機能要件に対して利用者の

意向に基づくウェイトを定義し，対象の道の駅が有する

項目分のウェイトの合計を，その道の駅の評価値である

施設機能得点とする．ここで，機能要件及びウェイトは

利用する交通モードやトリップの目的といった利用パタ
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ーンによって異なると考えたため，利用パターン別に定

義するものとした．予め機能要件の階層化を行った上で，

同階層の評価項目同士の一対比較を行うアンケート結果

に基づき，AHP（階層化意思決定法）を用いてウェイト

を算出する． 

利用パターンについては，道の駅を交通結節点として

利用するトリップとして，日常トリップにおいて自家用

車からバスへ乗り換える「生活 P&R(パークアンドライ

ド)型」および非日常トリップにおいて高速バスから路

線バスに乗り換える「観光ゲートウェイ型」の 2つを定

義し，対象とした． 

 

(3)機能要件とウェイトの検討 

交通結節点としての道の駅に求められる設備やサービ

スとして，既往研究 2)や先進事例等も参考に，36項目の

機能要件を検討した．また， 2つの利用パターンそれぞ

れを利用すると想定される道の駅利用者を対象に表-1に

示す Web アンケートを実施し，この結果をもとに AHP

を用いて図-1に示すウェイトを算出した．乗換時の移動

通路やバスに関する案内の内容について両パターンでウ

ェイトに差が見られたほか，コンビニ等の供食設備につ

いては回答者の年代によるウェイトの差も見られた． 

 

 

4. 既存施設評価の実施 

 

既存の 455の道の駅について，図-2に示す施設機能得

点を算出した．得点が高い傾向が見られた道の駅として，

生活 P&R型では P&R専用駐車スペースの設置や多様な

媒体での周知活動を行う施設が，観光ゲートウェイ型で

は道の駅を核として幹支線型の公共交通網が整備されて

いる施設が挙げられる．また，両方のパターンに関連し

た機能を備えた施設や，周辺に競合する施設のない施設

では，生活 P&R 型・観光ゲートウェイ型双方の得点が

高い傾向が見られた． 

 

 

5. まとめと今後の展望 

 

多様な交通モードを接続させる交通結節点として，道

の駅に求められる機能要件を整理した上で，これらに関

する道の駅施設の定量的な評価手法を提案した．また，

既存道の駅の評価を実施し，交通結節点として高い利便

性を持つ道の駅や，その特性を把握することができた． 

今後は，交通モードの検討対象をシェアライド等にも

拡充するとともに，駐車場の容量や立地環境から想定さ

れる需要を加味した総合的な利用可能性評価モデルの構

築を目指す． 
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表-1 道の駅利用者向けアンケートの概要 

 

図-2 施設機能得点の算出結果 
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